
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

令和 4 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 
 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 関係人口を巻き込んだ地域共創コミュニティ・メディア創出事業 
事業主体 
（連絡先） 

stayDIO 
〒399-0601 長野県上伊那郡辰野町小野３７２７−１ 

事業区分 (8)その他地域の元気を生み出す地域づくり 
事業タイプ ソフト 
総事業費  2,220,387 円（うち支援金：  1,768,000円） 

 

① ファンクラブの運営 
② HP 作成・活用 
③ イベント・ツアーの開催と 

関係人口による企画 

※自己評価【B】 

【理由】 
・イベントの開催・集客自体は想定

以上にでき、満足度も高く、その後

のつながりも維持している。 
・HP の開設が遅れ、ファンクラブ

の参加人数は想定に達していない 

第 1回Mix Family Camp 

CAmon 

      】 

 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 
・オープンチャットには 50人が参加。辰野でのイベントの情報のほか、
参加者に東京圏の居住者が多いため銀座 NAGANO のイベント情報も連
携して流している。 
・HPは関係人口のデザイナーに、関係人口としての視点を活かしつつ作
製してもらい、実際にイベント・ツアーの募集を 3件行った他、町として
参加した移住フェアなどでもまちの紹介に活用している。 
・イベントは合計で 50人以上の関係人口に参加してもらうことができ、
また、企画・運営としても延 10人以上の関係人口が参加した。 

 

【ファンクラブ】 
・これまでにつながった関係人口に情報を一元で配信するため、LINE オ
ープンチャットに参加してもらった。 
・名刺大の「はじめ手」HP広報カードを作成し、辰野を訪れた関係人
口に配布する他、辰野の関係人口の運営している東京の店舗等に設置。 

【HPの作成】 
・関係人口向けに情報を発信するサイト「はじめ手」を開設。 

 ・HP から LINE オープンチャットに参加できるように、募集ページに
は通年で参加URL を設置。 

【モニターツアーの実施 】 

・どろん田バレーボール大会/Mix Family Camp など。ただツアーの参
加者を呼ぶのではなく、企画や運営から関係人口に関わってもらった。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 
・HPは引き続き町と協力し、まちで新たなことを始める人の記事を充実させ、辰野町のチャレンジングな雰囲気を伝える。東
京で開催するイベントの際にもまちの紹介ページとしてつかい、さらに辰野に興味を持つ人を増やす。 
・イベントやツアー、特に関係人口も運営に関わるようなものを今後も開催し、一度まちに訪れたひとが繰り返し参加し、そ

して運営側にだんだんなっていくことで関係性を強めていくようなサイクルを加速させる。 
・関係人口の運営するイベントやツアーによって地元の人が困っていることを解決するようなものを創出する。また、関係人

口が間接的に町や町のひとを応援したい際に、HPを通じてふるさと納税に繋げる。 


